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のじぎく福祉会

内科／呼吸器内科／消化器内科（内視鏡）／循環器内科／糖尿病内科／外科／整形外科／脳神経外科
皮膚科／放射線科／リハビリテーション科／歯科口腔外科

受付窓口営業時間　月～土／8：30～17：30　　日・祝／休業
デイケア営業時間　月～金／9：30～15：40　　土・祝／9：30～15：40　　日／休業

受付窓口営業時間　月～土／8：45～17：30　　日・祝／休業
デイケア営業時間　月～土・祝／9：00～17：30　　日／休業

受付窓口営業時間　月～金／9：00～17：00　　土／9：00～13：00　　日・祝／休業
デイケア営業時間　月～土／9：30～15：55　　日・祝／休業

内科／リハビリテーション科／神経内科／循環器内科／放射線科／歯科口腔外科
【診療時間】　月～土　午前9：00～12：00　休診　日曜日、祝祭日

脳神経外科／内科／循環器科／外科／整形外科／耳鼻咽喉科／消化器内科／消化器外科／神経内科／形成外科
呼吸器外科／麻酔科／リハビリテーション科／放射線科
【診療時間】　午前9：00～12：00　午後16：00～19：00

順心リハビリテーション病院

順心淡路病院

順心病院

〒675-0122 加古川市別府町別府865-1 TEL（079）437-3555 FAX（079）437-6785

〒656-2156 淡路市大町下66-1 TEL（0799）62-7501 FAX（0799）62-7502

白寿苑

淡路白寿苑

夢前白寿苑

加古川白寿苑

加西白寿苑

高砂白寿苑

神戸長者町白寿苑

受付窓口営業時間　                      月～金／8：45～17：30　　土／8：45～13：00
順心かんの寿（デイケア） 営業時間　月～土／9：30～15：30　　日／休業

〒675-0005

〒656-2151

〒671-2135

〒675-0015

〒675-2321

〒671-0123

〒653-0866

加古川市神野町石守1632

淡路市大町畑584-6

姫路市夢前町塚本77-9

加古川市野口町坂井字西ノ大町58-1

加西市北条町東高室字四ツ池1231-1

高砂市北浜町西浜773-1

神戸市長田区長者町19-1

TEL（079）438-2999

TEL（0799）62-7200

TEL（079）335-3320

TEL（079）430-0033

TEL（0790）43-9800

TEL（079）247-9811

TEL（078）646-9890

FAX（079）430-5108

FAX（0799）62-7201

FAX（079）335-1060

FAX（079）430-0034

FAX（0790）43-9801

FAX（079）247-9815

FAX（078）646-9893

順心会訪問看護ステーション別府

順心会訪問看護ステーション加古川

順心会訪問看護ステーション宝殿

順心会訪問看護ステーション学園都市

順心会訪問看護ステーション淡路

〒675-0122

〒675-0003 

〒675-0054

〒655-0008

〒656-2156

加古川市別府町別府861-5

加古川市神野町神野186-10

加古川市米田町平津426-1

神戸市垂水区小束台868-37  順心神戸病院

淡路市大町下66-1

TEL（079）451-5104

TEL（079）438-4565

TEL（079）433-0901

TEL（078）754-9164

TEL（0799）62-6910

FAX（079）451-5103

FAX（079）430-5152

FAX（079）433-0915

FAX（078）754-9165

FAX（0799）62-6911
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順心病院居宅介護支援センター
〒675-0122 加古川市別府町別府865-1
TEL（079）430-0211　FAX（079）430-0818

順心会居宅介護支援センター加古川
〒675-0003 加古川市神野町神野186-10
TEL（079）430-5117　FAX（079）430-5101

夢前白寿苑居宅介護支援センター
〒671-2135 姫路市夢前町塚本77-9
TEL（079）335-2578　FAX（079）335-1060

順心会居宅介護支援センター宝殿
〒675-0054 加古川市米田町平津426-1
TEL（079）434-4028　FAX（079）434-4100

順心会居宅介護支援センター学園都市
〒655-0008 神戸市垂水区小束台868-37　順心神戸病院
TEL（078）754-9081　FAX（078）754-9082

順心会居宅介護支援センター淡路
〒656-2156 淡路市大町下65-1
TEL（0799）62-7911　FAX（0799）62-7922

加西白寿苑居宅介護支援センター
〒675-2321 加西市北条町東高室字四ツ池1231-1
TEL（0790）43-9800　FAX（0790）43-9801

加古川白寿苑居宅介護支援センター
〒675-0015 加古川市野口町坂井字西ノ大町58-1
TEL（079）430-0495　FAX（079）430-0496

こすもす園居宅介護支援センター
〒675-0003 加古川市神野町神野136-8
TEL（079）438-7774　FAX（079）438-7685

のじぎくの里居宅介護支援センター
〒671-0123 高砂市北浜町西浜773-3
TEL（079）247-9210　FAX（079）247-9209

神戸長者町白寿苑居宅介護支援センター
〒653-0866 神戸市長田区長者町19-1
TEL（078）646-9891　FAX（078）646-9892

順心会看護小規模多機能型居宅介護別府
〒675-0122 加古川市別府町別府861-5 TEL（079）451-5544 FAX（079）451-5534　

看
多
機

オリーブの家

しらぎくの家

しらゆりの家

すずらんの家

のじぎくの里

〒656-2151

〒675-0015

〒675-2321

〒675-0005

〒671-0123

淡路市大町畑638-4

加古川市野口町坂井字西ノ大町58-1

加西市北条町東高室字四ツ池1231-1

加古川市神野町石守1651-10

高砂市北浜町西浜773-3

TEL（0799）60-1150

TEL（079）430-0888

TEL（0790）43-9804

TEL（079）430-5030

TEL（079）247-9206

FAX（0799）60-1151

FAX（079）430-0888

FAX（0790）43-9804

FAX（079）430-5031

FAX（079）247-9201
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こすもす園

のじぎくの里

れい和こすもす園

〒675-0003

〒671-0123

〒675-0003

加古川市神野町神野136-8

高砂市北浜町西浜773-3

加古川市神野町神野145-2

TEL（079）438-7770

TEL（079）247-9200

TEL（079）438-0666

FAX（079）438-7686

FAX（079）247-9201

FAX（079）438-7685
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受付窓口営業時間　平日／9：00～17：30　　土／9：00～17：30　　日・祝／休業
デイケア営業時間　月～土・祝／9：30～16：00　　日／休業

受付窓口営業時間　月～土／8：30～17：30　　日・祝／休業
デイケア営業時間　月～土・祝／10：00～16：00　　日／休業

デイサービス営業時間　月～日／9：00～16：30

デイサービス営業時間　月～土／9：20～16：30

ホームヘルパー受付時間　月～日／8：30～17：30

デイサービス営業時間　月～土／8：30～18：00

受付時間　　　　　平日／9：00～17：00　　土／9：00～13：00　　日・祝／休業
デイケア営業時間　平日・土／10：00～16：30　　日・祝／休業
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順心リハビリテーション病院
地域リハビリテーションセンター
〒675-0005 加古川市神野町石守1632
TEL（079）438-9070 FAX（079）438-9071
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関西総合リハビリテーション専門学校
〒656-2132 淡路市志筑新島7-4
TEL（0799）60-3600　FAX（0799）60-3610

学
校

自立支援センター　むさしの里
〒671-0123 高砂市北浜町西浜751-1
TEL（079）247-8080　FAX（079）247-8070

障
が
い

地域包括支援センターかこがわ北
〒675-0003 加古川市神野町神野186-10
TEL（079）430-5560　FAX（079）430-5561

やすらぎ
〒675-0005 加古川市神野町石守1632-1
TEL（079）438-5770　FAX（079）438-5760

津名やすらぎの里
〒656-2156 淡路市大町下65-1
TEL（0799）62-7400　FAX（0799）62-7401

すこやか
〒675-0015 加古川市野口町坂井59-1
TEL（079）430-0200　FAX（079）430-0201

ケ
ア
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ホームヘルパー受付時間　月～日／8：30～17：30

定期巡回受付時間　月～日／8：30～17：30

我々は医療と福祉の両分野で幅広く活動しています。

〒675-0005 加古川市神野町石守1632 TEL（079）438-2200 FAX（079）438-6085

加古川脳神経・認知リハビリテーション研究センター TEL（079）451-8730 FAX（079）451-8731

★ご案内　●歯科口腔外科（月・木・金・土）　★診察科目、時間等は上記の電話にてお問い合わせ下さい

■実施日　月～土★通所リハビリテーション ■ご利用時間　1部　  9：00～12：15「送迎あり」
　　　　　　　2部　13：15～16：30「送迎あり」
　　　　　　　　　　　TEL.(079)438-9070

★診察科目、時間等は上記の電話にてお問い合わせ下さい

200床

100床

100床

100床

50床

100床

100床

18名

9名

9名

18名

9名

加古川市生活支援ハウス
〒675-0015 加古川市野口町坂井59-1
TEL（079）430-0200 FAX（079）430-0201

10名

100名

50名

30名

31名

障がい者ケアセンター　かんの
〒675-0003 加古川市神野町神野156-29
TEL（079）438-8577　FAX（079）438-8566

20名

50名

70名

29名

172床

脳神経外科・整形外科・救急科・内科・外科・肛門外科・リハビリテーション科・皮膚科・麻酔科
【診療時間】　9：00～12：00、 16：00～19：00順心神戸病院

〒655-0008 神戸市垂水区小束台868-37 TEL（078）754-8700 FAX（078）754-8701

118床

180床

174床

地
域
包
括

https://www.junshin.or.jp/ https://www.junshin-recruit.jp/

E-mail:hojin_honbu@junshin.or.jp順心会
求人サイト
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順心会本部
〒675-0122 加古川市別府町別府865-1
のじぎく福祉会本部
〒675-0003 加古川市神野町神野136-8

TEL（079）430-0270

TEL（079）430-0272

総務・人事

経理
FAX（079）430-0271

FAX（079）430-0271

TEL（079）438-9696 FAX（079）438-9697

本
部
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社会医療法人社団順心会／社会福祉法人のじぎく福祉会 機関紙
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働きやすい職場環境

地域に

信頼される施設
経営基盤の安定

基本方針
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新入職医師ご挨拶 

入社式 新卒新入社員研修 2026年4月1日・2日

のじぎく福祉会 留学生から新卒採用へ

第17回研究交流会

順心病院MRI装置更新／順心会職員募集
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関西看護医療大学
〒656-2131 淡路市志筑1456-4
TEL（0799）60-1200　FAX（0799）60-1201
E-mail: daigaku@kki.ac.jp
URL http://www.kki.ac.jp
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順心会、のじぎく福祉会に入職された皆さん、入職おめでとうございます。
本日、両法人を合わせて62名の皆さんを仲間として迎え、一緒に歩んでいけることを心より
喜ばしく思います。
当法人は、地域の医療、介護、福祉のために全力を尽くす、という大きな使命、理念を大
切にして、成長してきました。現在、4つの病院のほか、介護、在宅の分野で25施設、教育機
関の関西総合リハビリテーション専門学校を運営しています。両法人は、人事交流を含め、共
に連携し、一体化して、ワンストップの医療、介護、福祉を実践しています。
一方、ここ数年、医療・福祉分野は、これまでにない厳しい状況にあります。昨年の医療分
野では、民間病院の64％、約3分の2が赤字となっており、公的病院では80％以上が赤字となっ
ています。また、福祉分野においても、約3割の事業所が赤字となっています。しかしながら、
幸いにも両法人は、この20年間、黒字経営を継続しています。これもひとえに、皆さんの先
輩職員が日々努力を重ね、支えてきてくれたおかげです。
これから皆さんは、それぞれの現場へ配属されます。私たちの施設を訪れる方々は、皆さま、
さまざまな不安や悩みを抱えておられます。現在、両法人では2,400名を超える職員が働いて
おり、多くの仲間とともに地域の医療・介護・福祉を支えています。ご利用者さまや患者さま
に寄り添い、私たちの施設を選んでくださったことに感謝し、安心を提供することが、私たち
の大きな役割です。私たちが働く現場は、一人では成り立ちません。互いに教え合い、助け合
いながら支え合うことで成り立っています。どうか、感謝の気持ちを大切にしてください。
今後、医療・介護・福祉分野は、高齢者の増加に伴い、ますます需要が高まっていきます。
一方で、ICT・AI・デジタルトランスフォーメーション（DX）の導入などにより、現場は急速
に変化していきます。新人の皆さんには、大きな可能性があります。皆さんの若い力と新しい
視点に大いに期待しています。皆さん一人ひとりの成長が法人の成長につながり、ひいては地
域の医療・福祉への大きな貢献につながると確信しています。
ともに、両法人をさらに素晴らしいものにし、地域の皆さまに喜んでいただける法人を築い
ていきましょう。
本日入職された皆さん、改めて、入職おめでとうございます。

理事長挨拶 新入職医師ご挨拶

社会医療法人社団　順心会
社会福祉法人のじぎく福祉会

　　　　　　理事長　栗原　英治

き ぼ う き ぼ う

2026年4月より順心病院へ脳神経外科医として赴任しました香川裕哉と申します。
出身は高知県で徳島大学を卒業後、北播磨総合医療センター、神戸大学病院、兵庫

県立こども病院、兵庫県立がんセンターを経てこの度勤務させていただくことになり
ました。

当院では脳血管障害をはじめとした様々な疾患に対応しており、スタッフ·設備も充
実しております。私もその一員としてより良い医療を提供していく所存です。

地域の皆様のお力になれるよう精進してまいりますので、どうぞよろしくお願いい
たします。

本年4月1日より順心淡路病院に勤務させて頂いております杉本です。
私は洲本市出身で、神戸大学卒業後は第二外科に入局し、大学病院、姫路循環器病

センターなどを経て2000年より26年間地元である淡路医療センターに勤務しまし
た。専門は循環器外科ですが、今後はリハビリ医療、慢性期医療を含めた包括器医療
にも取り組み、当院のニーズに合った診療を行いたいと思っています。

今後とも順心会の一員として宜しくお願い致します。

初めまして、このたび順心神戸病院で勤務させていただく内科の石田と申します。
平成24年に愛知医科大学を卒業後、神戸大学病院、西脇病院、北播磨総合医療セン

ター、県立加古川医療センターで研鑽し、糖尿病・内分泌内科・総合内科を専門とし
ております。

近年、特に糖尿病の治療は進化しており、血糖を良くするのみではなく、長期的な
合併症予防に焦点をあてた薬剤が多く出てきております。患者様それぞれに合った薬
剤の選択や療養支援ができればと考えております。

これからも地域の皆様の力になれるように精進させていただきます。
どうぞ宜しくお願い致します。

このたび、脳神経内科外来を担当することになりました。
脳神経疾患の診療一般（特にパーキンソン病をはじめとする神経難病、認知症、て

んかん、しびれ、めまい）、脳卒中後の内科的予防治療、痙縮·流涎に対するボツリヌ
ス療法、神経リハビリテーションの相談まで幅広く診療しております。

順心神戸病院が大切にする地域に根ざした医療の一翼を担えるよう、患者さんお一
人おひとりに寄り添った診療を心がけてまいります。

どうぞお気軽にご相談ください。

令和8年4月より順心神戸病院へ参りました、横尾由紀と申します。
救命救急センターで後期研修医を経て整形外科へ移動し、現在は専門分野の手外科

以外にも整形外科一般を担当しております。
患者様の回復のお役に立てるよう精進致しますので、 よろしくお願い申し上げます。

順心病院

順心淡路病院

順心神戸病院

脳神経外科
香川 裕哉

外科
杉本 貴樹

一般内科
糖尿病内科
石田 育大

脳神経内科
丸本 浩平

整形外科
横尾 由紀 

JUNSHIN

JUNSHIN AWAJI

JUNSHIN KOBE



入社式　新卒新入社員研修　2026年４月１日・２日 のじぎく福祉会　留学生から新卒採用へ

順心病院 順心神戸病院

☎ 078-754-8700☎ 078-754-8700

24時間　救急対応を
行っております 

土･日･祝日救急対応は、
整形外科・脳神経外科を 強化中

24時間脳神経外科
救急対応を行っております 

☎ 079-437-3555☎ 079-437-3555

順心淡路病院

☎ 0799-62-7501☎ 0799-62-7501

順心リハビリテーション病院

社会復帰を目指しリハビリ 
提供を積極的に行っております 

急性期～回復期～慢性期～在宅へ向け、 
とぎれのない良質な医療・介護 
　　　　　　　　　を行っております

☎ 079-438-2200☎ 079-438-2200

順心会は、地域医療の皆様に安心と信頼の医療を提供いたします 

き ぼ う き ぼ う

令和8年4月1日、順心会・のじぎく福祉会の両
法人で計62名の新卒新入職員を迎え、入社式が執り
行われました。

昨年に続き、順心病院の大会議室にて対面での入
社式および研修を実施することができ、新入職員が
一堂に会する貴重な機会となりました。式典は、新
たな門出を祝うあたたかく厳かな雰囲気に包まれま
した。

入社式後には、2日間にわたり、医療・介護・福
祉に携わる職員として必要な基礎知識や心構えを学

ぶ入社研修を実施しました。研修では、接遇やハラスメントについての講義に加え、アイスブ
レイクやグループワークを通して職員同士の交流を深めました。積極的に意見を出し合いなが
ら取り組む姿からは、今後の成長への期待が感じられました。研修に参加した新入職員からは、

「特にグループワークを通して、自分の中にはなかった発想に触れ、新たな視点や考えを学ぶこ
とができた」「自分の未熟さを痛感するとともに、相手への尊敬や向上心を高めることができ、
良い刺激になった」「同期が目標に向かって努力する姿を見て、自分も負けずに頑張ろうという

気持ちが高まった」「同期との交流の機会も多く、互いに高め合える存
在であることを実感した」といった声が寄せられました。

新入職員は今後、それぞれの配属先で実務に携わりながら経験を積
んでいきます。順心会・のじぎく福祉会では、職員一人ひとりの成長
を支える体制づくりに努め、地域の医療・介護・福祉に貢献できる人
材の育成に取り組んでまいります。

社会医療法人社団順心会／社会福祉法人のじぎく福祉会 機関誌「きぼう」2026年1月号（Vol.60）において、
順心会では初めて特定技能人材を受け入れ、順心リハビリテーション病院にて現場を支える新たな仲間4名が
加わったことをご紹介いたしました。

のじぎく福祉会の特別養護老人ホーム こすもす園ではこのたび、姫路福祉保育専門学校で学んだ留学生3名
が卒業を迎え、令和8年度の新卒職員として新たに3名の仲間が加わりましたのでご紹介させていただきます。

この春、特別養護老人ホーム こすもす園に新
たに加わった3名の新入職員。姫路福祉保育専門
学校で学び、日本の福祉の現場へと進んだそれぞ
れに、今の想いやこれからの目標について伺いま
した。 A1. �人の役に立つ仕事がしたいと思い、利用者を支える介護の

仕事に興味を持ったからです。
A2. �最初は緊張したが、利用者との関わりを通してやりがいを

感じています。毎日多くのことを学んでいます。
A3. �利用者が安心して生活できるように一人一人に合った支援

ができる介護士を目指したいです。
A4. �利用者や職員の皆さんと協力しながら、笑顔を大切にして

頑張っていきます。よろしくお願いします。

A1. �人の役に立つ仕事をしたいと思い、介護に興味を
持ちました。

A2. �介護の仕事は思っていた以上にやりがいがありま
した。利用者様と直接関わることで信頼を感じ、
職員の支えもあり少しずつ自信がついています。

A3. �利用者様一人ひとりに優しく接し、安心して過ご
してもらえる介護士になりたいです。また、もっ
とコミュニケーション力や介護技術を身につけて、
職員の皆さんからも信頼されるように頑張りたい
と思います。

A4. �これからも利用者様の笑顔を大切に、優しさを
持って一生懸命頑張ります。温かいご支援をどう
ぞよろしくお願いいたします。

A1. �利用者の生活を支えながら、一人ひとりに寄り添うことが
できる仕事だと思ったことがきっかけです。一人ひとりに
寄り添いながら、人の役にたてる介護の仕事に魅力を感じ
ました。

A2. �実際に働いてみて、大変なこともありますが、利用者の方
から嬉しい言葉をいただくこともあり、とてもやりがいを
感じます。毎日充実した気持ちで働いています。

A3. �介護技術をもっと身につけて、利用者一人ひとりに合わせた
ケアができる介護士になることです。利用者が安心して毎日
を過ごせるように思いやりを持って支援していきたいです。

A4. �まだ経験は少ないですが、毎日の仕事を通して多くのこと
を学んでいます。利用者さんが笑顔で過ごせるようにこれ
からも一生懸命頑張ります。

Q1. 日本で介護の仕事を目指したきっかけは？
Q2. 実際に働いてみてどうですか？
Q3. これからの目標はなんですか？
Q4. �順心会/のじぎく福祉会　機関誌きぼうをご

覧いただいている皆さまへ、メッセージを
お願いいたします

3名の新しい仲間のご紹介

アキラさん
出身国／スリランカ
趣味／韓国ドラマを見ること、音楽を聴くこと

アスミタさん
出身国／ネパール
趣味／音楽を聴くのが好きです

チャモードさん
出身国／スリランカ
趣味／クリケットをすること

在学中から日本の福祉や介護について学び、実習を通して現場経
験を積んできた3名は、それぞれの想いを胸に社会人としての第一
歩を踏み出しました。学生から職員へと立場が変わる中で、日々新
たな責任を感じながらも、真摯に業務へ取り組んでいます。

現場では、これまでの学びを活かしながら利用者様との関わりを
大切にし、一つひとつの業務を丁寧に積み重ねています。その姿は
周囲の職員にも良い刺激を与え、職場全体の活性化にもつながって
います。

また、学生時代から日本で生活してきた経験を持つことから、環
境への適応力も高く、円滑なコミュニケーションのもとでチームの
一員として着実に成長を続けています。

のじぎく福祉会では、今後もこうした学びの過程を経て社会に羽
ばたく人材を積極的に受け入れ、育成していくことで、より質の高
いサービスの提供と持続可能な人材確保に取り組んでまいります。

新たな仲間とともに、利用者様に寄り添う福祉の実現に向け、こ
れからも歩みを進めてまいります。

新たな一歩、それぞれの想い　― 留学生3名に聞く、これからの目標 ―

3名とも丁寧な字でアンケートにご回答くださいました。
漢字もとても上手で、日本語を一生懸命学ばれている様子が伝わってきました。



編 集 後 記
眩しい新緑の季節、いかがお過ごしでしょうか。
今号は、入社式や、新人研修、そして研究交流会など、グループの「今」をギュッと詰め込みました。
新しい仲間の初々しい笑顔に、元気をもらう毎日です。今年度も機関紙「きぼう」は、変化を続ける当法人
の『今』を、余すことなくお届けしてまいりますので、どうぞ宜しくお願いいたします。

第 17 回  研究交流会

順心会　職員募集

順心病院　MRI 装置更新

順心会　求人サイトはこちら
QRコードを読み取って
アクセスしてください

き ぼ う き ぼ う

利用者だけでなく職員の健康や安全にも目を向け、現場の課題解決に真摯に取り組まれて
いる神保原さん。リハビリ職としての専門的な視点を活かしながら、ノーリフティングケア
の普及と定着に尽力され、職員の腰痛予防や安全な介助方法の浸透に大きく貢献されていま
す。利用者・職員双方に優しい介護環境づくりを目指す姿勢は、これからの介護現場におい
て重要なモデルとなるものであり、今後のさらなる活躍と取り組みに期待が高まります。​

研究発表の後は、食事を楽しみながら、他施設の職員同士が交流を深め、和やかなひとと
きを過ごしました。日頃は異なる現場で勤務する職員同士が語り合い、笑顔あふれる交流の場となりました。​

その後、この日のために練習を重ねた順心神戸病院の白野医師率いる「順心神戸タイコクラブ」による八丈太鼓の演奏が披露されました。
迫力ある音色と息の合った演奏に会場の視線が一斉に集まり、力強い響きが場内を包み込みました。演奏終了後には大きな拍手が沸き起こ
り、感動に包まれるひとときとなりました。​

中盤には、レクリエーション企画として、各円卓がチームとなり○×ゲームを実施しました。続いて会場全体でじゃんけん大会を開催
し、チームごとに声を掛け合いながら挑戦する姿や一喜一憂する様子が見られ、会場は歓声と笑い声に包まれ、大いに盛り上がりました。​

さらに終盤には、豪華景品が当たる大抽選会を実施しました。当選者の名前がスクリーンに表示されるたびに歓声が上がり、当選者の周
囲からは祝福の声が広がるなど、会場は終始賑やかな雰囲気に包まれていました。​

順心会・のじぎく福祉会の職員が一堂に会し、交流と親睦を深めるとともに、笑顔と熱気にあふれた充実した一日となりました。​

「この度、最優秀理事長賞をいただきありがとうございました。今回研究テーマとした、“ノーリフ
ティングケア”の取組みは、「腰痛で職員が休んでいる」「介助量の多い利用者が増加し業務がまわら
ない」、長年勤務されている職員が「車椅子への移乗介助ができなくなった」「お風呂の介助が負担」と
言った職員の“声”がきっかけです。腰痛のアンケート調査では、職員の73％になんらかの腰痛があ
りました。この腰痛者の数は、法人内の多くの施設で同じような状況ではないでしょうか。​

これまでの老健施設は、2009年頃より在宅復帰・在宅支援が進められ、この17年間で自立支援・リハビリテーション施設として
“在宅復帰・在宅支援”が老健の役割として定着しました。その一方で、自立支援は利用者の能力向上を主眼としたものになり、人の
手による介助や介助スキルが軸となり、介護ロボット機器の導入は“自立支援を阻害しかねない”という考え方や“利用者本位”とい
う考えが、“職員の健康は後回しにする”という誤認が生んだと考えられます。​

白寿苑では、他の施設同様に利用者の重度化や職員の高年齢化・人材不足が課題となっています。これからは、利用者だけでなく
「職員を守る」という考えが大切であり、“ノーリフティングケア”の導入は必須です。“ノーリフティングケア”とは、介助される側・
する側双方において安全で安心な、『抱え上げない・持ち上げない・引きずらないケア』のことです。つまり、単なる介護ロボット機
器の導入が目的でなく、利用者・職員が安心して安全に働ける職場づくりが目的です。白寿苑では、2025年9月に小畑施設長より

“ノーリフティングケア宣言”が出されました。『利用者と職員守るノーリフティング心も体も笑顔の施設』を合言葉に日々取り組んでいます。​
取組みの中でまず大切なことは、職員の考え方です。腰痛が発生する動作や姿勢・作業を職員一人一人が理解し、シーツ交換やオ

ムツ交換など日々の業務の中で腰痛が発生するリスクを最小限に抑えることが重要です。​
次に、利用者のアセスメントです。白寿苑では、床走行式リフト、トランスファーボード、介助グローブやスライディングシート

を導入し、抱え上げや持ち上げ、引きずりを生じさせないように工夫していますが、「どの利用者のどのよう動作に導入するのか」と
いうアセスメントを行わないと介護ロボットや用具を導入してもうまく機器や用具を使用できない状況が生じてしまいます。​

現在の課題としては、「時間がかかるので抱えた方が早い」「自信がないから機器や用具を使えない」などの声も聞かれることがあ
り、全ての職員に浸透しているとは言えません。今後、全ての職員に浸透・継続するために指導者を増やし、継続した教育・研修を
行っていきたいと思います。​

最後に、現在の取組みが評価され2026年4月に“ひょうごノーリフティングケアモデル施設”の認定を受けました。3年間の認定
期間を経て「優良モデル施設」になれるよう継続した取り組みを行っていきたいと思います。」

2026年1月31日（土）、第17回順心会・のじぎく福祉会研究交流会を開催しま
した。今年度は、「医療崩壊の危機にどう立ち向かうか ～持続可能な組織を目指し
て、今、私たちができること～」をテーマに、各施設による研究発表が行われまし
た。医療・介護の現場では、日々さまざまな課題に直面しています。そのような
中、各施設において工夫を重ね、“今できること”に真摯に取り組んだ成果が、それ
ぞれの発表に込められていました。​

当日は、14演題の発表があり、日頃の取り組みや実践成果が共有されました。厳
正なる審査の結果、白寿苑の「職員・利用者を守る腰痛予防対策について ～ノーリ
フティングケアの推進に向けて～」が、見事、最優秀理事長賞に選ばれました。最
優秀理事長賞を受賞された白寿苑の神保原さんからは、次のような力強いコメント
をいただきました。​

▶3T-MRI装置を更新しました
順心病院では、2012年10月1日の新築移転オープン時より使用してまいりました3T-MRI装置について、設置から約

13年が経過し、部品供給の継続が困難な状況となったことから、このたび2026年5月に新装置へ更新いたしました。
今回導入したのは、最新の3テスラMRI装置　Siemens Healthineers社製の「MAGNETOM Lumina」です。これによ

り、これまで以上に高精度で質の高い画像診断の提供が可能となり、地域医療へのさらなる貢献が期待されます。

▌主な仕様（MAGNETOM Lumina）
製　造　元：Siemens Healthineers
静磁場強度：3.0テスラ（3T）
装置タイプ：全身用MRI装置
画像再構成：ディープラーニング技術を活用
撮 影 方 式：2D ／ 3D撮影対応
対 応 部 位：頭部・脊椎・関節・腹部・骨盤・全身領域
撮 影 機 能：高速スキャン・高分解能撮影・低アーチファクト撮影

▌主な特徴
●高精細画像の実現

ディープラーニングを用いた画像再構成により、従来と比較してノイズを抑えつつ、SNR（信号対雑音比）と空間分解
能の向上を実現。より鮮明で診断価値の高い画像が得られます。
●検査時間の短縮

高速撮影技術の進化により、従来よりも短時間での検査が可能となりました。患者様の負担軽減や検査効率の向上に寄
与します。
●動きに強い撮影技術

呼吸や体動の影響を受けにくい撮影シーケンスを搭載し、安定した画像取得が可能です。高齢者や小児など、長時間の
静止が難しい方にも配慮した検査が行えます。
●高速3D撮影の実現

新しいアプリケーションにより、3D撮影においても高速スキャンが可能となり、広範囲を短時間で高精細に撮影する
ことができます。
●幅広い診療への対応

頭部・整形・腹部・全身といった幅広い領域に対応し、さまざまな疾患の早期発見・精密診断に貢献します。

順心病院では、今後も医療機器の充実と技術の向上に努め、地域の皆様に安心して検査·診療を受けていただける体制づ
くりを進めるとともに、今回のMRI装置更新を通じて、より質の高い医療の提供と診断精度の向上を目指してまいります。

順心会では、看護職員を積極的に募集しております。
急性期から回復期、外来、手術室まで幅広い診療領域を有し、多様な働き方の中で、一人ひとりの経験や志向に応じたキャリア形成が可

能です。安心して長く働ける環境づくりにも取り組んでいます。
ご興味のある方は、順心会法人本部 採用担当（079-430-0270）までお気軽にお問い合わせください。
皆様と順心会でともに働ける日を心よりお待ちしております。

急性期・回復期・外来・手術室 ―。
多様なフィールドがあるから、あなたらしく働ける場所が見つかります。
私たちと一緒に、地域の医療を支えませんか？

看護職員募集

新たに導入したMRI装置では、より鮮明な画像と短時間での検査が可能となりました。
患者さまに安心して検査を受けていただける環境づくりにつながると考えております。
今後も技術の向上に努めながら、より良い医療の提供に取り組んでまいります。

〈放射線課コメント〉
放射線課長　井口


